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Maladjustment may expand to college students at some point. Various preparations were 
considered for this maladjustment. In a few cases, however，interpersonal relationships do not 
go well. Personal factors, such as interpersonal fears and social unrest, are behind the fact that 
some interpersonal relationships cannot be carried out smoothly. Evaluation concerns are a 
core concept of these psychopathologies. Watson and Friend define evaluation concern as a 
“apprehension about others' evaluations, distress over their negative evaluations, avoidance of 
evaluative situations, and the expectation that others would evaluate oneself negatively.” This 
type of evaluation concern is thought to occur around late childhood. In college students, 
attitudes such as parental overprotection and severity are suggested to influence their 
evaluation concerns. However, few studies have focused on evaluation concerns specifically. 
Thus, how parental attitudes affect college students’ evaluation concerns appears to be 
significant. In this research, we examine how parental attitudes as perceived in childhood 
influence college students’ evaluation concerns and feelings of adaptation. 
 







学生活への不適応 (田中・菅，2009) ，講義についていくことが出来ないといった学力面 (谷島，
2005) ，友人や教員などとの関係がうまくいかない，そして居場所を見つけることが出来ない (樋































れを予期したりすることから生じる不安」 (Schlenker & Leary，1982) と定義される。また，対人恐
怖は「対人場面における苦悩・不快・恐怖・不安などの経験」であり「対人場面を意図的に回避す













評価懸念は，Watson & Friend (1969) が「他者からの否定的な評価に対する心配，および否定的に評




られことが指摘されている (猪俣・山下・前田・田中・佐藤・嶋田，2016) 。 
評価懸念の生起について，臼倉・濱口 (2014) が以下のようにまとめている。一般的な不安や恐
怖は，思春期になるにつれて減少するとされるが，社会的状況における不安のみは異なる発達パタ
ーンをたどるとし，評価懸念が最初に生起する時期は明確には明らかにされていない (McClure & 
Pine, 2006) 。しかし，Westenberg, Drews, Goedhart, Siebelink, & Treffers (2004) は，児童期後期から
思春期にかけて，自己意識の発達や認知能力の発達を背景に他者からの否定的な評価に対する不安
が増加すると述べている。さらに，Morris & Ale (2011) は，幼少期の社会的状況における不安の背
後には分離不安が見られ，児童期中期以降はその頻度と強度が徐々に減少していき，思春期になる
と，分離不安に代わり評価に関する懸念が見られるようになるとしている。以上より，評価懸念の





















対象者 広島大学の学生を対象に 370 部の質問紙を配布，332 部回収した。小学生のころ最も影
響を与えられたという項目で母親と回答した 248 名のうち欠損のあった 10 名を除いた 238 名を分
析対象とした (男性 75 名，女性 163 名) 。平均年齢は 20.42 歳，SD=±1.5 であった。 
手続き 無記名の質問紙調査を縁故法にて行った。実施時間は 10-15 分であった。 
質問紙の構成 ①認知された親の養育態度尺度 (瀧・小川内，2013)：20 項目，｢まったくそうで
ない｣から｢いつもそうである｣の 6 件法。「受容的かかわり」，「統制的かかわり」，「回避的かかわり」
の 3 因子から構成される。②大学生用適応感尺度 (大久保・青柳，2003)：29 項目，｢全くあてはま
らない｣から｢非常にあてはまる｣の 5 件法。「被信頼感」，「拒絶感の無さ」，「課題」，「居心地」の 4
因子から構成される。③否定的評価懸念尺度 (岡田・渡田，1992)：30 項目，｢あてはまらない｣から
｢あてはまる｣の 4 件法。「否定的評価の懸念・回避」，「評価場面の意識・懸念 (否定的評価の予期) 」，
「肯定的な評価への懸念」，「評価場面の意識と肯定的な評価の期待」の 4 因子から構成される。④
フェイスシート：小学生，中学生，高校生，大学生時に友人関係で悩んだ程度について｢全く悩まな











親の認知された養育態度尺度 20 項目について確認的因子分析を行い (Table 1) ，瀧・小川内 
(2013) と同様の 3 因子を採用した (Table 1) 。適合度は，CFI=.87，RMSEA=.07 であり，許容でき





青年用学校適応感尺度 29 項目について確認的因子分析を行った結果 (Table 2) ，大久保・青柳































Factor1 1.000 -.233 .136
Factor2 -.233 1.000 -.147

































Factor1 Factor2 Factor3 Factor4 共通性
t-1 周囲に溶け込めている .767 .588
t-22 受け入れられていると感じる .736 .541
t-6 周りの人と楽しい時間を共有できる .709 .503
t-16' 孤立している .694 .482
t-10 自由に話せる雰囲気である .622 .387
t-25 リラックスできる .585 .343
t-11 周りに共感できる .575 .330
t-28 ありのままの自分を出せている .533 .284
t-7 必要とされていると感じる .805 .648
t-9 他人から関心を持たれている .722 .522
t-21 良い評価がされていると感じる .699 .489
t-2 他人から頼られていると感じる .662 .438
t-17 一定の役割がある .576 .332
t-29 存在を認められている .556 .309
t-12 満足している .774 .599
t-5 好きなことができる .612 .375
t-24 自分のペースでいられる .558 .311
t-19 やるべき目的がある .509 .260
t-14' 退屈である .488 .238
t-3 熱中できるものがある .482 .232
t-26' 寂しさを感じる .402 .160
t-13' 疎外されていると感じる .783 .613
t-18' 自分が場違いだと感じる .691 .478
t-8' 無視されていると感じる .683 .466
t-23' 浮いている .654 .428
t-4' その状況で嫌われていると感じる .545 .297
因子間相関　　　　　　　　　　　 　 　　  Factor1 1.000 .839 .746 .741
Factor2 .839 1.000 .581 .473
Factor3 .746 .581 1.000 .555








評価懸念尺度 30 項目について確認的因子分析を行い，岡田・渡田 (1992) と同様の 4 因子を採用






















h-3' .669 　 .448
h-14 .584 .341
h-29 .607 .368












Factor1 1.000 -.248 .472 .778
Factor2 -.248 1.000 .152 .000
Factor3 .472 .152 1.000 .780











































平均値 36.6 22.0 13.3
標準偏差 5.9 6.1 3.7
最小値 9.0 7.0 5.0





被信頼感 居場所感 拒絶感の無さ 課題
平均値 20.7 37.0 22.2 26.5
標準偏差 3.7 5.5 3.7 4.1
最小値 9.0 16.0 13.0 9.0




肯定評価懸念 肯定評価予期 否定評価予期 否定評価懸念・回避
平均値 16.7 17.2 16.2 30.2
標準偏差 3.4 3.1 2.9 5.8
最小値 7.0 8.0 8.0 10.0















1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
1.受容的関わり合計 1.000
2.統制的関わり合計 -.158 * 1.000
3.回避的関わり合計 .084 -.144 * 1.000
4.居場所感合計 .300 ** -.082 -.110 + 1.000
5.被信頼感合計 .181 ** .002 -.073 .693 ** 1.000
6.課題合計 .306 ** -.093 -.111 + .594 ** .491 ** 1.000
7.拒無感の無さ合計 .144 * -.189 ** -.203 ** .554 ** .337 ** .443 ** 1.000
8.適応感合計 .298 ** -.111 + -.151 * .911 ** .781 ** .786 ** .713 ** 1.000
9.否定評価懸念・回避合計 .129 * -.017 .045 -.148 * -.094 -.159 * -.087 -.155 * 1.000
10.否定評価予期合計 .138 * .072 .141 * -.121 + -.090 -.146 * -.209 ** -.173 ** .601 ** 1.000
11.肯定評価懸念合計 -.157 * .027 .085 -.211 ** -.227 ** -.195 ** -.212 ** -.260 ** -.167 ** .058 1.000
12.肯定評価予期合計 .078 .181 ** .144 * .055 .163 * -.057 -.145 * .009 .305 ** .541 ** .021 1.000
13.評価懸念合計 .086 .078 .141 * -.175 ** -.106 -.219 ** -.230 ** -.226 ** .792 ** .830 ** .268 ** .659 ** 1.000
養育態度，適応感，評価懸念の各因子得点の全変数の相関
Table 7







3.共分散構造分析   
モデルの構成 大学生の学校適応感に及ぼす親の認知された養育態度と評価懸念の影響を検討す
るために，親の認知された養育態度の 3 因子を第一ステップに置き，評価懸念の 4 因子を第 2 ステ
ップに置き，学校適応感の 4 因子を第 3 ステップに置き，相関行列を参考にモデルを構成した。有
意な影響のみられなかったパスを削除し，修正指標を参考に一部の誤差間に共分散を仮定した。モ





















否定評価懸念回避 否定評価予期 肯定評価懸念 肯定評価予期
居場所感 拒絶感の無さ 課題 被信頼感
 














































対象者 質問紙において最も影響を与えた人物として父親を選択した 65 名中，欠損の無かった
61 名 (男性 36 名，女性 25 名)。平均年齢 20.8 歳。SD=±1.7 であった。 
 
結果 
各尺度の記述統計量を Table 8~10 に示した。次に，各尺度の下位因子間の相関分析を行った。結




平均値 34.5 21.1 12.4
標準偏差 5.8 6.7 4.1
最小値 19.0 9.0 5.0
最大値 45.0 36.0 24.0
Table 8
青年用学校適応感尺度の下位因子における要約統計量
被信頼感 居場所感 拒絶感の無さ 課題
平均値 21.1 37.5 23 26.8
標準偏差 4.0 5.1 4.1 4.5
最小値 10.0 27.0 13.0 17.0
最大値 30.0 48.0 30.0 35.0
青年用学校適応感尺度の下位因子における要約統計量
Table 9
肯定評価懸念 肯定評価予期 否定評価予期 否定評価懸念・回避
平均値 16.7 17.0 15 29.1
標準偏差 3.8 3.3 3.1 6.0
最小値 10.0 9.0 7.0 16.0




1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
1.受容的関わり合計 1.000
2.統制的関わり合計 -.037 1.000
3.回避的関わり合計 .097 -.152 1.000
4.居場所感合計 .066 -.076 -.070 1.000
5.被信頼感合計 .096 -.106 -.130 .707 ** 1.000
6.課題合計 .174 -.120 -.208 .648 ** .658 ** 1.000
7.拒無感の無さ合計 -.099 -.373 ** .002 .556 ** .392 ** .373 ** 1.000
8.適応感合計 .075 -.199 -.124 .903 ** .838 ** .822 ** .701 ** 1.000
9.否定評価懸念・回避合計 .078 .252 + -.112 .149 .075 -.110 .037 .049 1.000
10.否定評価予期合計 -.107 .324 * -.183 -.043 -.194 -.208 -.092 -.158 .538 ** 1.000
11.肯定評価懸念合計 -.174 -.026 .001 -.140 -.173 -.014 -.053 -.116 -.267 * -.051 1.000
12.肯定評価予期合計 .150 .246 + -.045 .047 .149 -.132 -.225 + -.047 .319 * .261 * -.128 1.000
13.評価懸念合計 -.004 .336 ** -.144 .040 -.034 -.187 -.104 -.082 .802 ** .730 ** .168 .573 ** 1.000
養育態度，適応感，評価懸念の各因子得点の全変数の相関
Table 11




と弱い相関，「肯定的評価の懸念」と弱い負の相関があった (Table 11) 。「否定的評価の予期」は「肯















否定評価懸念回避 否定評価予期 肯定評価懸念 肯定評価予期
居場所感 拒絶感の無さ 課題 被信頼感
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